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男女共同参画基本計画の改定について
　平成17年12月に策定された男女共同参画基本計画（第２次）については、平成22年度に計画全体の見直しをすることとなっており、平成21年３月に　　内閣総理大臣から基本計画の改定に向けた基本的な考え方について諮問を受け、見直しに向けた検討を開始した。

　現在の経済・社会情勢の変化や課題に対応した、新たな時代にふさわしいものとなるよう、平成22年内の閣議決定に向け、計画改定の検討作業を進めていく。

１．計画改定の検討体制

　　男女共同参画会議の下に置かれた基本問題専門調査会の名称を「基本問題・計画専門調査会」と改め、同専門調査会で計画の方向性や全体的な方針について議論を行っている。また、同専門調査会の下にワーキンググループを設置し、個別の課題について調査・審議を行い、その結果を基本問題・計画専門調査会に報告する。
２．今後のスケジュール（案）
　　別紙参照　　　

３．計画改定のプロセス
　　現行計画の進捗状況や今後の課題等について、関係省庁や有識者からヒアリングを行うとともに、地方や関係団体との意見交換や国民からの意見募集等、様々な主体との対話を推進し、計画改定のプロセス自体を広報・啓発の一環として重視していく。
　　
